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京大東アジアセンターニュースレター   第 496号   








〇 カンボジア情報検証 ： ２０１３年１１月  
〇 上海街角インタビュー ⑧ 
○ 【中国経済最新統計】 
東アジア人材採用のための会社説明会 
日時:2013 年 12 月 4 日(水) 11 時～15 時 
会場:みずほホール(法経東館地下) 
 












②希望する会社（複数可能）の説明会が始まる 5 分前までに会場横の廊下に集合ください。 
③履歴書は、参加を希望する会社数分を御用意ください｡ 






















12 月 4 日(水) 

























■京都会場  2013 年 12 月 7 日(土) 13 時 
     京都大学百周年時計台記念館 2 階国際交流ホール 
 
■東京会場  2013 年 12 月 9 日(月) 13 時 











サクラグループ社長 ミャンマーモーター社長 テイン･アウン ミャンマー自動車市場と今後の政策 
  
13:40-14:30 







鹿児島県立短期大学 講師  山本 肇  自動車産業－政策･発展史･今後の展望 
  
15:10-15:40 
事業創造大学院大学 教授  富山 栄子 輸入規制を受けている新車市場 
  
15:40-16:10 
住友商事 自動車リテイルファイナンス事業部 木村 将裕 金融事情と販売金融現況 
  
16:10-16:40 




      
17:10-18:40 
懇親会  参加費 2000 円(協力会会員は無料) 
司会 京都大学経済学部特任教授/東アジア経済研究センター協力会理事 宇野輝 
開会挨拶 京都大学東アジア経済研究副センター長/京都大学経済学部准教授 矢野剛 



























時  間： 2013年12月17日(火) 16:30－18：00  
場  所： 京都大学吉田キャンパス・法経済学部東館・地下１階みずほホール  

















                                                             小島正憲 
 
１．SL労働者騒動 




れたり、自分で手当をしたりしていたという。ストライキに参加していた Yin Vanna さん。Vanna さんの話によると、警備
員に向けて石やビンを投げ返す労動者達もいたようだ。また SLに勤める Lim Chandara氏は、「労働者達を被害者と
して見なすのは間違いであり、彼らこそが襲撃者である」と主張し、「彼らは嘘をついています、パチンコをつかって工














































































２．Wing Star Shoes社の中２階崩落事故 
《既報》 ※下記は５月のカンボジア短信の再録である。次段に検証済み《真相》を記す。 
１．５／１６、アシックス社の仕事を請負っている靴工場Wing Star Shoes社で、中２階崩落事故発生 ２名死亡 
Kampong Speu州 Kong Pisei地区にある靴工場において、工場の中 2階が崩れ 2人が死亡するという事件が起こ
った。警察官など数百人が迅速に集まって、瓦礫の中から被災者を助け出す作業を行った。事故が起こったのは
Wing Star Shoes 社で、労働者たちがちょうど出勤し始めた朝の 7 時半頃に２階の床が崩れ落ちたようだ。Kampong 
Speu州警察の Men Siborn氏は、「これまでの情報では、労働者の 2人が死亡し 11人が負傷したとされています。11























《 メディア報道 》 
１１／２１、King First Industrial工場にて大量集団失神発生 
１１／２１、カンダル州の King First Industrial工場で、約 50人の労働者が集団で失神する事件が発生した。この工
場の Free Trade Unionの代表である Khouth Touch氏は、「女性工員の中に、その日の朝に腹痛や下痢を訴えてい
た子もいましたが、他の女子工員が倒れた光景を目にした工員がショックを受け、１人ずつ連続して倒れていきまし
た」と話し、今後、労働省の担当部署によって詳細が調査されるはずであると伝えた。倒れた工員たちは近くの病院

















































                                  以上 
************************************************************************************************ 









 10 月 5 日付の日経新聞に「映画市場 中国世界一に、2020 年には米国を抜く」という記事が掲載された。
確かに最近、上海でも３D 映画が盛んに上映されている。 
 “中国人は映画が好きか？” 上海で聞いてみた。 
 
１．20 歳後半の女性 南京西路のオフィス勤務 
  映画舘に行くのは年に 5～6 回だけど、テレビや iPad ではよく見ます。見るのは人気のあるコメディ、
恋愛映画、ファミリー映画です。３D アクション映画は必ず映画舘へ見に行きます。迫力が全然違うから。 




２．40 歳前半の男性 宗園路のオフィス勤務 
  私は日本人並の仕事人間だと思っているので年 10 回程度しか映画館で映画は見ません。しかし、PS3 に
搭載された Blue Ray 機能をたっぷりと利用し、映画 DVD を年間 50 枚以上買っている。一度映画館で見た
映画にしても、また DVD を買ってゆっくりと見るケースもある。TV と iPad でも映画は良く見ています。
映画館へは中学生の娘と行きます。 




３．20 歳後半の女性 虹橋路のオフィス勤務 













４．40 歳半ばの女性  浦東新区外高橋保税区製造業勤務 
  私はそれほど映画好きではないけれど、中国人が映画好きかと問われたら、イエスと答えたい。うちの
事務所の女性スタッフは新しい映画が封切られるたびに映画館に足を運んでいる。彼女は結婚前は友達と、
結婚後はダンナさんと一緒に行っている。社用車の運転手も少なくとも月 1 回は行っているようだ。 
 
５．40 歳半ばの女性 虹梅路のレストランで 
  映画館へは子供が見たがるアニメ映画を見に行くくらい。年５～６回かな。 
 でも、映画は iPad で毎日見ている。私は専業主婦よ。 
 








つのホールがあり、それぞれ 30 分ずらして放映しているので、いつ行っても 30 分待たなくても見れるよ
うになっているのも人気が高まっている理由かもしれません。 
 
上海人の話を総合すれば、中国人、特に 40 歳代より若い層は映画好きで、特に３D 映画が若年層を惹き
つけているように見える。  
  中国では 2006 年頃から 3D 映画が普及してきたが、2007 年段階では３D スクリーンを備えた映画館は全
国に 82 カ所しかなかった。現在では全スクリーンの 77％が 3D 化されているという。因みに中国では 2012
年末段階で 1 万 3100 スクリーンがあり、そのうち 4000 スクリーンが 2012 年に新設されたという。３D 映
画では興業収入ですでに米国を抜き去り、8 月に封切られた「ジェラシックパーク」3D バージョンは 20
日間で約 55 億円の興行成績を上げた。 

































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010 年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
2011 年 9.2     1549 20.3 24.9     
10 月  13.2 17.2 5.5 34.1 170 15.8 29.1 -0.6 8.7 16.7 14.1 
11 月  12.4 17.3 4.2 21.4 145 13.8 22.6 -12.9 -9.8 16.2 14.0 
12 月 8.9 12.8 18.1 4.1 5.7 165 13.3 12.1 -15.4 -12.7 17.3 14.3 
2012 年      2303 7.9 4.3     
1 月    4.5 25.3 273 -0.5 -15.0 4.6 10.8 16.6 14.8 
2 月  21.3  3.2 － -315 18.3 40.3 38.7 -0.9 17.8 15.0 





4 月  9.3 14.1 3.4 19.2 184 4.9 0.4 -26.1 -0.7 17,5 15.4 
5 月  9.6 13.8 3.0 21.0 187 15.3 12.7 -6.1 0.0 17.9 15.7 
6 月 7.6 9.5 13.7 2.2 21.8 317 11.3 6.3 -16.3 -6.9 18.5 16.0 
7 月  9.2 13.1 1.8 20.6 251 1.0 5.7 -7.8 -8.6 18.9 16.0 
8 月  8.9 13.2 2.0 19.4 267 2.7 -2.7 -12.7 -1.4 18.4 16.1 
9 月 7.4 9.2 14.2 1.9 23.1 277 9.8 2.3 -6.4 -6.8 19.8 16.2 
10 月  9.6 14.5 1.7 22.4 320 11.5 2.2 1.8 -0.2 14.6 15.9 
11 月  10.1 14.9 2.0 20.0 196 2.8 -0.1 -8.7 -5.4 14.5 15.7 
12 月 7.9 10.3 15.2 2.5 18.8 316 14.0 6.0 -7.8 -4.5 14.4 15.0 
2013 年             
1 月    2.0 20.8 291 25.0 29.0 -12.4 -3.4 15.9 15.4 
2 月    3.2  153 21.7 -14.9 -35.6 6.3 15.2 15.1 
3 月 7.7 8.9 12.6 2.1 21.5 -9 10.0 14.2 -19.7 5.7 15.7 14.9 
4 月  9.3 12.8 2.4 19.8 182 14.6 16.6 13.9 0.4 16.1 14.9 
5 月  9.2 12.9 2.1 19.7 204 0.9 -0.1 -14.4 0.3 15.8 14.5 
6 月 7.5 8.9 13.3 2.7 19.9 271 -3.3 -0.9 -17.3 20.1 14.0 14.1 
7 月  9.7 13.2 2.7 20.2 178 5.1 10.8 1.2 24.1 14.5 14.3 
8 月  10.4 13.4 2.6 21.4 285 7.1 7.1 -11.7 0.6 14.7 14.1 
9 月 7.8 10.2 13.3 3.1 19.6 152 -0.4 7.4 -16.8 4.9 14.2 14.3 
10 月  10.3 13.3 3.2 19.2 311 5.6 7.5 -8.2 1.2 14.3 14.1 
注：1.①「実質 GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
